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じ

め

私
は
、
こ
れ
ま
で
溺
海
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
五
つ
の
京
を
冠
し
た
行
政
車
位
(
上
京
・
中
京
・
東
京
・
南
京
・
西
京
)
が
置
か
れ
た
意
義
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
ま
ず
五
京
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
在
地
の
有
力
勢
力
を
統
制
す
る
援
貼
と
な
っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。

〈

1
〉

五
京
は
唐
や
日
本
な
ど
、
封
外
的
な
交
易
ル

l
ト
上
の
援
貼
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
五
京
制
度
の
淵
源
は
明
ら

(
2〉

五
京
そ
の
も
の
は
唐
に
も
一
時
期
置
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
特
に
中
園
の
研
究
者
は
唐
制
の
激
海
へ
の
影
響
を
強
調
す
る
。
し

ま
た
、

ミ
?
:
、
:
、

カ
マ
、
Z
L
カ

か
し
、
形
式
的
に
は
同
様
で
も
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
満
揮
の
五
京
の
機
能
は
唐
の
そ
れ
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
甑
海
の
五
京
が
、

在
地
勢
力
の
割
接
、
そ
れ
ら
を
統
制
す
る
う
え
に
お
い
て
も
溺
海
支
配
者
層
に
と
っ
て
劃
外
交
通
を
掌
握
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
、



と
い
っ
た
樹
海
に
固
有
の
事
情
に
封
麿
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

五
京
制
度
は
そ
の
後
遺
・
金
に
受
け
継
が
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
『
新
唐
書
』
巻
二
一
九
、

『樹
海
俸
に
溺
海
の
領
域
を
表
現
し
て
、

五
京
、
十
五
府
、
六
十
二
州
有
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
遼
で
は
『
遼
史
』
巻
三
七
、
地
理
志
に
、

綿
ベ
て
京
五
、
府
六
、
州
、
軍
、
城
百
五
十
有
六
、
牒
二
百
有
九
、
部
族
五
十
有
二
、
属
園
六
十
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
州
蘇
制
と
部
族
制
の
二
重
韓
制
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
州
鯨
制
の
部
分
で
は
溺
海
同
様
領
域
内
の
行
政
単
位
の
第
一
に
五
京

が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
金
で
は
『
金
史
』
巻
二
四
、
地
理
志
に
、

遼
制
を
襲
い
て
五
京
を
建
て
、
十
四
綿
管
府
を
置
き
、
是
を
十
九
路
と
掃
す
。
そ
の
聞
に
府
九
、
節
鎮
三
十
六
、
防
御
郡
二
十
二
、
刺
史

郡
七
十
三
、
軍
十
有
六
、
勝
六
百
三
十
二
を
散
ず
J
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と
あ
り
、
遼
制
を
受
け
継
い
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
領
域
内
の
地
理
を
記
述
す
る
際
に
五
京
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
遼
・
金

に
特
徴
的
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
既
に
溺
海
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
形
式
的
な
類
似
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
や
は

り
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
溺
海
の
五
京
制
度
は
遼
・
金
に
ど
の
よ
う
に
受
け
躍
が
れ
た
の
か
、
或
い
は
受
け
離
が
れ
な
か
っ
た
の
か
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
ι

漢
人
・
溺
海
人
を
は
じ
め
と
す
る
農
耕
民
、
実
人
な
ど
の
遊
牧
民
の
よ
う
に
、
契
丹
の
支
配
下
の
民
族
構
成
は
溺
海
以
上
に
多
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
最
初
に
述
べ
た
五
京
の
機
能
、
す
な
わ
ち
さ
ま
ざ
ま
な
在
地
勢
力
を
統
制
す
る
援
黙
と
な
っ
た
可
能
性
は
充
分
考
え
得
る
。
例

え
ば
『
契
丹
園
史
』
巻
二
二
、
四
京
本
末
に
は
上
京
は
「
乃
ち
大
部
落
の
地
な
り
。
」
と
あ
っ
て
も
と
も
と
の
契
丹
族
の
本
擦
と
し
て
い
る
他

に
、
中
京
に
つ
い
て
「
中
京
の
地
、
実
園
玉
牙
帳
の
居
る
所
な
り
。
」
、
南
京
に
つ
い
て
「
南
京
は
も
と
幽
州
の
地
、
乃
ち
古
の
翼
州
の
域
な

り
。
」
、
東
京
に
つ
い
て
「
東
京
、
も
と
溺
海
王
の
都
す
る
所
の
地
な
り
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
中
京
が
異
人
の
、
南
京
が
漢
人
の
、

東
京
が
溺
海
人
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
楊
若
積
氏
は
こ
の
黙
を
重
視
し
て
、
中
京
・
南
京
・
東
京
は
契
丹
が
新
た
に
獲
得

(

3

)

 

し
た
地
域
の
民
族
を
統
治
し
、
中
央
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
楊
氏
は
西
京
の
設
置
目
的
に
闘
し

「
地
に

- 53ー
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て
は
支
配
地
域
内
の
統
制
で
は
な
く
、
封
外
問
題
す
な
わ
ち
西
夏
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
二
番
目
に
奉
げ
た
五
京
の
機

能
、
関
外
交
通
の
接
黙
と
し
て
の
役
割
を
、
契
丹
の
五
京
に
つ
い
て
も
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
番
目
の
機
能
を
中
心

に
、
契
丹
の
五
京
に
つ
い
て
、
楊
氏
が
針
外
関
係
を
指
摘
し
た
西
京
だ
け
で
な
く
、
東
京
・
南
京
・
中
京
に
つ
い
て
も
具
瞳
的
に
検
討
し
て
い

(
4〉

き
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
っ
て
い
ま
ひ
と
つ
明
確
で
な
い
溺
海
の
五
京
に
つ
い
て
も
、
考
え
る
手
が
か
り
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

遼
の
一
一
一
京
と
中
京
・
西
京

遼
の
五
京
は
同
時
期
に
一
斉
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
営
初
か
ら
五
京
と
い
う
ま
と
ま
司
た
形
式
が
意
識
さ
れ
て
い
た
か

は
疑
問
で
あ
る
。
上
京
は
最
も
早
く
、
太
租
の
本
接
地
、
現
在
の
内
蒙
古
自
治
匝
赤
峰
市
巴
林
左
翼
旗
管
内
の
林
東
に
紳
加
三
年
(
九
-
八
〉
築

城
さ
れ
、
園
都
と
さ
れ
た
が
、
建
設
嘗
時
は
「
皇
都
」
と
呼
ば
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
績
い
て
、
太
宗
の
天
顛
三
年
(
九
二
八
)
、
遼
寧
省
遼
陽

に
南
京
が
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
曾
同
元
年
〈
九
三
八
〉
、
後
菅
よ
り
い
わ
ゆ
る
燕
雲
十
六
州
を
獲
得
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
幽
州
(
現
在
の
北
京
〉
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を
南
京
に
、
そ
れ
ま
で
南
京
で
あ
っ
た
遼
陽
を
東
京
に
改
め
、
皇
都
を
上
京
と
な
し
た
。
こ
こ
に
三
京
が
備
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

中
京
が
今
の
内
蒙
古
自
治
匝
赤
峰
市
寧
城
鯨
に
築
か
れ
た
の
は
聖
宗
の
統
和
二
五
年
(
一

O
O七
)
で
あ
り
、

西
京
は
さ
ら
に
遅
れ
て
興
宗
の

重
照
二
ニ
年
〈
一

O
四
四
)
に
な
っ
て
雲
州
(
山
西
省
大
同
〉
に
置
か
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

上
京
・
南
京
・
東
京
の
三
京
は
比
較
的
早
い
時

期
に
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
そ
の
ま
ま
の
朕
態
が
七
十
年
近
く
績
い
た
こ
と
に
な
る
。
三
京
が
そ
ろ
っ
た
時
貼
で
、
後
に
中
京
・
西
京
と

な
る
地
域
は
既
に
遼
の
支
配
地
域
内
に
入
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
直
ち
に
五
京
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
遼
に
形
式
的
に
五
京
と
い
う

敷
を
そ
ろ
え
る
意
圃
は
無
く
、
五
京
は
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
麿
じ
て
そ
の
都
度
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
、
或
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
し
た
機
能
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
太
租
が
聞
位
嘗
初
よ
り
根
接
地
と
し
、

園
都
と
し
て
築
か
れ
た
上
京
を
除
く
他
の
四
京
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
南
京
、
後
に
東
京
と
稽
さ
れ
た
遼
陽
は
主
と
し
て
溺
海
人
が
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(本文註(6))附載の遼の五京と交通路〈交通路は田村賞造「遼・宋の交通」

「遼・宋交通路略圃」に依った〉

居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

遼
は
天
顕
元
年
〈
九
二
六
〉
に
溺
海
を
滅
ぼ
し
て

そ
の
地
を
東
丹
園
と
し
、
太
組
の
長
子
耶
律
倍
を
東
丹
園
王
と
し
た
。
し
か

し
、
二
年
後
に
は
耶
律
羽
之
の
建
言
に
よ
っ
て
東
丹
園
都
を
遼
陽
に
移
し
て
南

京
と
稽
し
、
溺
海
遺
民
の
主
要
部
分
も
遼
陽
お
よ
び
そ
の
周
遁
に
移
住
さ
せ

た
。
溺
海
遺
民
の
統
制
を
口
賞
に
し
て
、
太
宗
が
兄
で
あ
る
東
丹
園
王
倍
を
よ

り
本
接
近
く
に
置
い
て
監
視
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
寅

際
に
溺
海
人
が
多
数
居
住
し
、
彼
ら
を
統
治
す
る
援
黙
と
し
て
の
役
割
を
南
京

(
東
京
〉
が
果
た
し
た
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
幽
州
に
置
か
れ

た
南
京
は
、
明
ら
か
に
後
青
か
ら
獲
得
し
た
燕
雲
十
六
州
、
す
な
わ
ち
漢
人
居
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住
地
域
の
中
心
地
と
し
て
、
そ
の
統
制
を
意
圃
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
中
京
に
つ
い
て
『
遼
史
』
巻
三
九
、
地
理
志
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。

統
和
二
十
四
年
、
五
帳
院
、
故
実
王
牙
帳
の
地
を
進
む
。
二
十
五
年
、
之

に
城
き
、
賞
す
る
に
漢
戸
を
以
て
し
、
競
し
て
中
京
と
固
い
、
府
を
大
定

と
日
う
。

ま
た
、
他
の
書
、
例
え
ば
『
績
責
治
通
鑑
長
編
』
〈
以
下
『
長
編
』
)
で
は
、
巻
六

四
、
員
宗
景
徳
三
年
(
一

O
O六
〉
一
二
月
僚
に
は
「
中
京
を
七
京
山
の
下
に

置
く
。
其
の
地
、
も
と
実
王
の
牙
帳
な
り
。
」
、
巻
九
七
、
員
宗
天
躍
五
年
(
一

宋
綬
等
使
し
て
還
り
、

O
二
一
〉
九
月
甲
申
僚
に
は

「
是
れ
よ
り
先
、

契
丹
の
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:
:
:
古
北
口
よ
り
中
京
の
北
に
至
る
は
皆
実
境
な
り
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
中
京
の
地
が
も
と
実
の
住
域
で
あ
っ
た

旨
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
楊
若
積
氏
は
こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
目
し
、
遼
に
征
服
吸
牧
さ
れ
た
後
も
な
か
ば
猫
立
的

な
地
位
を
保
っ
て
い
た
奨
族
に
劃
し
、
聖
宗
代
に
直
接
統
治
化
が
進
め
ら
れ
、
か
つ
て
の
祭
主
の
地
が
遼
朝
の
所
有
の
も
と
に
は
い
っ
た
結
果

と
し
て
中
京
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
東
京
が
溺
海
人
の
、
南
京
が
漢
人
の
と
い
う
よ
う
に
、
新
た
に
獲
得
し
た
異
民
族
居
住
地

風
俗
を
上
す
。

域
統
治
の
披
貼
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
中
京
は
新
た
に
直
接
支
配
下
に
は
い
っ
た
異
人
統
治
の
援
貼
と
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ

る
。
確
か
に
、
聖
宗
代
に
実
主
府
に
属
す
る
六
部
の
麿
合
を
行
な
う
な
ど
、
実
の
部
族
制
の
内
部
に
ま
で
遼
の
支
配
が
及
び
、
実
の
奮
地
も
回

(
5〉

牧
さ
れ
た
。
し
か
し
先
の
地
理
志
の
記
述
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
奨
の
地
に
中
京
を
築
き
、
漢
人
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
遼
は
遊
牧
民
・
農
耕
民
を
分
け
た
二
重
統
治
腫
制
を
と
り
、
契
丹
同
様
遊
牧
民
で
あ
る
実
は
、
先
に
摩
げ
た
実

主
府
を
始
め
と
す
る
部
族
制
の
も
と
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
中
京
を
含
む
五
京
は
あ
く
ま
で
農
耕
民
を
統
治
す
る
た
め
の
州
豚
制
の
中

の
行
政
皐
位
の
う
ち
の
特
殊
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
中
京
の
設
置
を
実
族
統
制
の
た
め
と
は
考
え
に
く
い
。
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
中
京
の
設
置
時
期
〈
一

O
O七
年
〉
が
壇
淵
の
盟
(
一

O
O四
年
〉
の
直
後
で
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
や
は
り
宋
と
の
交

遁
路
上
の
援
黙
と
し
て
の
役
割
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
『
契
丹
園
志
』
巻
二
ニ
、
后
妃
停
に
「
南
北
通
和
よ
り
後
、
契
丹
多

武
功
殿
、
聖
宗
之
に
居
り
、
文
化
殿
、
太
后
之
に
居
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
聖
宗
は
し
ば
し
ば
中
京
に
滞
在
し
、
宋
か
ら
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く
中
京
に
在
り
。

の
使
者
を
迎
え
た
。
ま
た
そ
う
で
な
い
場
合
に
も
中
京
は
、
南
京
か
ら
上
京
、
或
い
は
そ
の
周
漫
の
巡
幸
地
へ
宋
か
ら
の
使
者
が
向
う
際
の
中

(
6〉

極
地
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

『
長
編
』
巻
七
四
、
員
宗
大
中
群
符
三
年
(
一

O
一
O
〉

一
O
月
戊
辰
僚
に
、

知
雄
州
李
允
則
言
え
ら
く
、
契
丹
、
願
州
よ
り
東
し
て
高
麗
を
侵
し
、
期
す
る
に
十
二
月
を
以
て
中
京
に
還
る
。
蓋
し
朝
廷
の
使
の
彼
に

至
る
を
慮
れ
ば
な
り
。

と
あ
っ
て
、
高
麗
方
面
と
中
京
を
結
ぶ
受
通
路
が
既
に
通
じ
て
お
り
、
高
麗
遠
征
に
向
っ
た
聖
宗
は
宋
か
ら
の
使
者
を
謁
見
す
る
た
め
に
こ
の

遣
を
中
京
に
還
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
中
京
を
統
括
す
る
長
官
で
あ
る
留
守
と
し
て
、
史
料
に
最
初
に
登
場
す
る
の
は
王
耀
忠
で



あ
る
。
王
繕
忠
は
も
と
も
と
宋
の
人
で
あ
っ
た
が
、
捕
虜
と
な
っ
て
遼
朝
の
も
左
で
重
用
さ
れ
、
檀
淵
の
盟
が
結
ぼ
れ
る
に
際
し
て
は
、
宋
・

(

7

)

 

遼
の
仲
介
役
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
の
持
ち
主
が
中
京
留
守
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
連
淵
の
盟
以
後
よ
り
活
設

化
し
た
宋
と
の
交
渉
が
重
視
さ
れ
、
中
京
の
設
置
が
そ
れ
に
封
躍
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
附
け
る
。

な
お
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
、
中
京
は
こ
れ
以
前
に
別
の
場
所
に
置
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
太
宗
の
大
同
元
年
〈
九
四
七
〉
、
後
音
を
滅
ぼ
し

て
開
封
に
入
城
し
た
際
、
鎮
州
(
現
在
の
河
北
省
正
定
豚
)
を
中
京
と
し
、
こ
の
遠
征
で
活
躍
し
た
も
と
の
南
京
留
守
趨
延
需
を
中
京
留
守
に
任

じ
て
い
る
。
鎖
州
は
南
京
か
ら
開
封
へ
通
じ
る
交
通
路
上
に
位
置
す
る
。
こ
う
し
て
一
時
期
南
京
よ
り
中
京
が
南
に
位
置
す
る
朕
況
が
生
ま
れ

る
が
、
こ
れ
は
開
封
ま
で
の
支
配
を
考
え
た
際
に
、
そ
の
地
と
遼
の
本
接
地
を
結
ぶ
交
通
路
上
の
中
極
地
と
じ
て
の
役
割
が
意
識
さ
れ
、
そ
れ

故
に
「
中
京
」
の
名
が
輿
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
聞
も
無
く
開
封
か
ら
の
撤
退
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
時
の
太
宗
の

言
葉
と
し
て
、

沖
州
の
炎
熱
に
し
て
、
水
土
居
り
難
き
に
非
ず
ん
ば
、
た
だ
一
年
を
得
る
の
み
に
し
て
、
太
卒
は
掌
を
指
し
て
致
す
ベ
し
。
且
つ
鎮
州
を

改
め
て
中
京
と
粛
し
、
以
て
巡
幸
に
傭
う
。

ハ
8
〉

'
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
既
に
中
京
が
中
継
地
と
し
て
の
役
割
を
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
後
に
置
か
れ
た
中
京

も
同
様
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

- 57ー

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、

6

中
京
は
東
京
・
南
京
と
は
遣
い
、
封
外
交
渉
の
接
貼
と
し
て
の
役
割
が
設
置
の
第
一
義
的
な
目
的
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
さ
ら
に
、
遅
れ
て
置
か
れ
た
西
京
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
ι

西
京
の
置
か
れ
た
雲
州
は
、
山
西
地
方
の

統
制
の
み
な
ら
ず
党
項
・
吐
谷
津
な
ど
の
西
南
諸
部
族
経
略
の
基
地
と
し
て
重
要
観
さ
れ
た
が
、
雲
州
が
西
京
と
さ
れ
た
重
県
一
一
一
一
年
三

O

(
9〉

興
宗
の
西
夏
親
征
に
ま
で
至
っ
た
年
に
あ
た
る
。
ひ
と
ま
ず
講

四
四
〉
は
、
そ
れ
ま
で
緊
密
な
開
係
に
あ
っ
た
遼
と
西
夏
の
掛
立
が
激
化
し
、

209 

和
が
成
'立
し
て
軍
を
還
じ
た
直
後
に
西
京
が
置
か
れ
て
お
り
、

と
し
て
遼
に
赴
い
た
包
握
の
報
告
に
、

『
長
編
』
巻
一
五
七
、

仁
宗
慶
暦
五
年
(
一

O
四
五
〉
八
月
甲
子
僚
の
正
旦
使
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雲
州
を
創
め
て
西
京
と
作
し
て
よ
り
以
来
、

ず
、
但
だ
西
討
を
以
て
名
と
矯
す
も
、
其
の
意
殊
に
測
る
べ
か
ら
ず
。

経
口
案
を
添
置
し
、

軍
馬
を
招
集
す
る
を
頼
め
ず
、

兵
甲
糧
食
、

積
棄
す
る
こ
と
少
な
か
ら

と
あ
る
よ
う
に
、

遼
は
そ
の
後
も
西
京
を
擦
熱
と
し
て
西
方
経
略
の
意
圃
を
見
せ
て
い
る
。

『
遼
史
』
巻
四
入
、

百
官
志
の
南
面
京
官
の
項

濯
に
五
京
有
り
。
上
京
は
皇
都
と
震
し
、
九
そ
靭
官
、
京
官
は
皆
こ
れ
有
り
、
徐
の
四
京
は
宜
に
随
い
て
官
を
設
け
、
制
を
篤
す
こ
と
一

な
ら
ず
。
大
抵
、
西
京
は
漣
防
官
多
く
、
南
京
、
中
京
は
財
賦
官
多
し
。

百
官
志
の
北
面
遁
防
官
の
項
に
は
西
南
面
安
撫
使
司
に
始
ま
る
官
を
列
翠
し
た
後
に

同
書
巻
四
六
、

「
己
上
、

西
京
の
諸
司
に
し

と
あ
り
、

て
、
西
夏
を
控
制
す
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

他
の
京
に
比
し
軍
事
的
色
彩
が
よ
り
強
い
が
、

西
京
は
嘗
時
李
元
美
の
も
と
に
自
立
し
、
勃
輿

し
つ
つ
あ
っ
た
西
夏
と
の
交
渉
の
援
黙
と
し
て
機
能
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
京
・
東
京
・
南
京
の
三
京
が
設
置
さ
れ
て
以
後
、
残
り
の
二
京
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
聞
が
あ
い
て
い
る
。
こ
れ

- 58一

ら
の
五
京
を
す
べ
て
同
じ
目
的
か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
中
京
の
設
置
に
ま
で
も
共
通
し
た
意
圃
を
見
ょ
う
と
す
る
楊

氏
に
し
て
も
、
西
京
の
み
は
西
夏
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
置
か
れ
た
時
期
か
ら
み
て
も
、
遼
は
ま
ず
農
耕
民
統
治
瞳
制
と
し

て
溺
海
入
居
住
地
の
中
心
に
東
京
、
漢
人
居
住
地
の
中
心
に
南
京
を
配
置
す
る
三
京
瞳
制
を
意
圃
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

太
宗
本
紀
に
は
、
燕
雲
十
六
州
を
獲
得
し
て
三
京
が
置
か
れ
た
こ
と
を
記
し
た
同
じ
記
事
に
、
遼
の
様
々
な
官
名
を
中
園
風
に
改
め
た
こ
と
が

(m〉

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
中
園
文
化
・
制
度
導
入
の
意
圃
は
、
後
に
後
耳
目
を
滅
ぼ
し
て
沖
州
へ
入
城
し
た
際
、

百
工
、
国
籍
、
暦
象
、
石
経
、
銅
人
、
明
堂
の
刻
漏
、
太
常
の
祭
譜
、
諸
宮
の
勝
、
歯
簿
、

『遼
史
』
の

音
の
諸
司
の
僚
吏
、
績
御
、
宣
寺
、
方
技
、

法
物
及
び
鎧
伎
は
、
悉
く
上
京
に
迭
る
。

〈

日

〉

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
し
て
、

は
開
封
を
東
京
、

洛
陽
を
西
京
と
し
て
、

五
代
の
諸
王
朝
で
し
ば
し
ば
襲
遁
が
あ
る
も
の
の
、
例
え
ば
遼
が
三
京
と
し
た
同
じ
年
に
、
後
耳
目
で

(

ロ

)

太
原
の
北
京
と
あ
わ
せ
て
基
本
的
に
は
三
京
瞳
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
貫
か
ら
す
れ



ば
、
遼
の
三
京
も
溺
海
の
五
京
か
ら
の
系
譜
を
考
え
る
よ
り
、
直
接
的
に
は
こ
の
中
園
王
朝
の
三
京
を
模
し
た
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う

に
思
え
る
。

そ
れ
で
は
、
溺
海
と
の
関
わ
り
は
全
く
考
え
る
必
要
は
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
遼
の
園
都
が
北
方

に
位
置
し
て
上
京
と
呼
ば
れ
る
貼
で
溺
海
と
共
通
す
る
一
方
で
、
中
園
の
王
朝
の
場
合
は
園
都
は
基
本
的
に
は
東
京
〈
都
〉
も
し
く
は
西
京

(
都
)
で
あ
り
、
北
方
の
も
の
は
北
京
〈
都
〉
と
し
か
呼
ば
れ
ず
、
あ
く
ま
で
園
都
に
次
ぐ
位
置
附
け
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

遼
と
溺
海
は
と
も
に
園
都
が
最
も
北
方
に
置
か
れ
、
他
の
京
が
そ
れ
よ
り
南
方
に
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
園
の
置
か
れ
た
地
理
的

環
境
と
そ
れ
に
と
も
な
う
政
治
的
環
境
か
ら
来
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
園
都
と
し
て
の
上
京
は
北
方
を
根
接
地
に
し
て
護
展
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
放
に
そ
の
関
心
の
封
象
は
中
園
主
朝
を
始
め
と
す
る
南
方
諸
勢
力
で
あ
り
、
南
方
に
配
置
さ
れ
た
副
都
は
そ
れ
ら
と

な
ん
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
と
議
想
さ
れ
る
。
溺
海
に
闘
し
て
は
、
既
に
五
京
が
唐
を
始
め
と
す
る
封
外
交
渉
の
接
貼
と
な
っ
た
こ
と
を
考
謹

し
た
。
こ
の
意
味
で
溺
海
か
ら
遼
へ
の
系
譜
閥
係
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
中
京
が
宋
と
、
西
京
が
西
夏
と
の
交
渉
の
接
貼
で

あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
れ
に
劃
し
、
先
に
置
か
れ
た
東
京
・
南
京
は
圏
内
の
漢
人
・
溺
海
人
居
住
匝
統
括
の
中
心
と
な
ア
た
こ
と
を
述
べ

一切ー

た
。
し
か
し
、

そ
れ
と
と
も
に
第
二
の
機
能
と
し
て
劉
外
交
渉
を
も
鎗
嘗
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
京
が
そ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
が
故
に
、
三
京
が
置
か
れ
た
後
に
、
新
た
に
劃
外
交
渉
の
必
要
性
が
増
加
|
|
温

淵
の
盟
憂
の
宋
と
の
交
通
の
緊
密
化
・
西
夏
の
勃
興
ー
ー
し
た
際
に
、
遼
は
新
た
な
京
の
設
置
を
以
て
劃
麗
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

東
京
・
南
京
に
具
瞳
的
に
そ
の
よ
う
な
機
能
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
衣
に
見
て
い
き
た
い
。

た
と
え
嘗
初
の
設
置
目
的
は
そ
う
で
あ
司
た
と
し
て
も
、

211 
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東
京
・
南
京
の
機
能

(

1

)

 

東

京

『
契
丹
園
志
』
巻
二
二
、
控
制
諸
園
僚
に
、
「
遼
東
路
、
高
麗
を
控
犯
す
。
」
と
あ
り
、
『
遼
史
』
巻
四
六
、
北
面
温
防
官
の
項

に
、
「
東
京
兵
馬
都
部
署
司
」
以
下
の
官
司
を
列
奉
し
た
後
に
や
は
り
「
巳
上
の
遼
陽
路
の
諸
司
、
高
麗
を
控
拒
す
c
」
と
あ
る
よ
う
に
、
遼

陽
路
の
中
心
と
し
て
東
京
は
、
高
麗
に
封
す
る
軍
事
的
接
貼
と
し
て
の
役
割
を
捻
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
東
京
が
置
か
れ
た
(
九
二
八
年
)
嘗
初

は
遼
の
勢
力
は
鴨
緑
江
方
面
に
は
及
ば
ず
、
そ
も
そ
も
高
麗
そ
の
も
の
が
建
園
後
聞
も
無
く
、
な
お
牢
島
統
一
を
な
す
前
の
朕
況
で
あ
っ
た
。

百
官
志
、

従
っ
て
、
東
京
の
設
置
は
や
は
り
樹
海
人
の
統
制
が
主
た
る
目
的
で
あ
り
、
最
初
か
ら
高
麗
と
の
関
係
が
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
劃
外
的
な
面
で
は
、
む
し
ろ
直
接
境
を
接
し
て
い
た
の
は
女
員
で
あ
っ
て
、
『
遼
史
』
巻
八
、
景
宗
本
紀
、
保
寧
八
年
(
九
七

六
〉
九
月
辛
未
僚
に
、
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東
京
統
軍
使
察
都
、
詳
穏
澗
奏
す
ら
く
、
女
直
、
開
州
の
五
案
を
襲
い
、
剰
掠
し
て
去
る
。

(
臼
〉

と
あ
る
よ
う
に
、
女
員
関
係
の
情
報
は
東
京
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
書
巻
一

O
、
聖
宗
本
紀
、
統
和
元
年
〈
九
八
一
二
〉
一

O
月
丁
酉
僚
に
、

呉
王
精
を
以
て
上
京
留
守
、
行
臨
演
罪
事
と
漏
す
。
上
、
終
に
高
麗
を
征
せ
ん
と
し
、
東
京
留
守
耶
律
末
只
の
綿
ぶ
る
所
の
兵
馬
を
親
閲

す。

〈

U
)

と
あ
る
聖
宗
の
高
麗
征
討
計
童
も
賞
際
に
掛
象
と
な
っ
た
の
は
鴨
緑
江
方
面
の
女
員
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
に
東
京
は
前
進
基
地
と

な
っ
て
お
り
、
征
討
軍
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
東
京
留
守
磨
下
の
兵
馬
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
く
統
和
二
年
(
九
八
四
〉
八
月
辛
卯
僚
に
、

東
京
留
守
粂
侍
中
耶
律
末
只
奏
す
ら
く
、
女
直
北
不
直
、
饗
里
等
八
族
、
衆
を
奉
げ
て
内
附
せ
ん
こ
と
を
乞
う
と
。
詔
し
て
之
を
納
る
。

お
そ
ら
く
征
討
の
成
果
で
あ
ろ
う
女
員
の
内
附
の
報
告
も
東
京
留
守
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

と
あ
り
、



遼
が
本
格
的
に
高
麗
と
受
渉
を
も
っ
た
の
は
、
同
書
巻
二
ニ
、
聖
宗
本
紀
、
統
和
一

O
年
(
九
九
二
山
一
一
一
月
僚
に
、

是
の
月
、
東
京
留
守
驚
恒
徳
等
を
以
て
高
麗
を
伐
た
し
む
。

と
あ
る
の
が
始
ま
り
で
、
こ
の
時
は
東
京
留
守
自
身
が
遠
征
軍
の
指
揮
を
任
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
京
は
戦
後
の
慮
理
に
も
閥
興
し
て
い

(

日

)

た
と
見
ら
れ
る
。
高
麗
側
で
は
徐
照
の
活
躍
が
あ
っ
て
講
和
に
至
る
が
、
東
京
留
守
粛
恒
徳
は
撤
兵
後
も
引
き
績
き
高
麗
と
の
交
渉
を
行
な
っ

て
い
る
。
講
和
の
交
渉
に
際
し
て
、
徐
照
は
遼
に
服
属
す
る
燦
件
と
し
て
、
朝
貢
の
道
を
塞
ぐ
女
員
の
住
地
〈
鴨
緑
江
東
方
〉
を
高
麗
に
付
興
し

て
築
城
を
許
さ
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
粛
恒
徳
は
こ
れ
を
認
め
た
。
『
高
麗
史
』
巻
三
、
成
宗
二
二
年
(
九
九
四
〉
二
月
僚
に
、

粛
遜
寧
、
書
を
致
し
て
日
く
、
近
ご
ろ
宣
命
を
奉
ず
る
に
、
但
だ
以
え
ら
く
、
彼
の
園
信
好
早
に
逼
じ
、
境
土
相
接
し
、
小
を
以
て
大
に

事
え
る
と
難
も
、
固
よ
り
規
儀
有
り
。
市
し
て
始
め
を
原
ね
終
わ
り
を
要
め
て
、
須
く
悠
久
に
存
す
ベ
し
。
若
し
預
備
を
設
け
ざ
れ
ば
、

中
ば
に
使
人
を
阻
ま
ん
こ
と
を
慮
る
。
迭
に
彼
の
園
と
相
議
し
、
便
ち
要
街
路
陪
に
城
池
を
創
築
せ
よ
と
。
尋
い
で
宣
命
に
准
じ
て
、
自

ら
便
ち
劃
酌
し
、
鴨
江
の
西
里
に
五
城
を
創
築
せ
ん
こ
と
を
擬
し
、
三
月
初
め
を
取
り
て
、
築
城
の
慮
に
到
り
、
修
築
に
下
手
せ
ん
こ
と

を
擬
す
。
伏
し
て
請
う
ら
く
は
、
大
王
、
預
め
先
に
指
揮
し
、
安
北
府
よ
り
鴨
江
の
東
に
至
る
こ
と
二
百
八
十
里
を
計
り
、
穏
便
の
田
地

を
踏
行
し
、
地
里
の
遠
近
を
酌
量
し
、
井
び
に
築
城
せ
し
め
、
役
夫
を
護
遣
し
て
同
時
に
下
手
し
、
其
の
築
城
の
敷
を
合
し
て
早
に
輿
に

貴
き
所
に
回
報
せ
ん
こ
と
を
。
車
馬
を
交
通
し
て
長
し
く
貫
観
の
途
を
聞
き
、
永
く
朝
廷
を
奉
じ
て
自
ら
安
康
の
計
に
協
わ
ん
。
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と
あ
り
、
同
書
巻
一

O
、
宜
宗
五
年
ハ
一

O
八
八
)
九
月
僚
に
あ
る
高
麗
か
ら
遼
朝
へ
の
上
表
文
中
に
も
こ
の
時
の
事
に
鰯
れ
て
、

時
に
、
陪
臣
徐
照
、
界
を
掌
り
て
管
臨
し
、
留
守
遜
寧
、
宣
を
奉
じ
て
一商
議
し
?
各
々
雨
境
に
嘗
た
り
、
諸
城
を
分
築
す
。

と
あ
る
。
東
京
留
守
粛
恒
徳
(
遜
寧
は
字
〉
は
遼
皇
一
一
帝
の
意
を
承
け
て
高
麗
に
書
を
還
り
、
と
も
に
園
境
附
近
に
築
城
せ
ん
こ
と
を
提
案
し
、

そ
の
貴
行
に
嘗
た
っ
て
も
、
留
守
が
こ
れ
を
携
嘗
し
て
い
る
。
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(
日
四
)

績
い
て
統
和
二
八
年
(
高
麗
額
宗
元
年
、
一

O
一
O
)
に
は
、
高
麗
王
慶
立
事
件
を
契
機
に
聖
宗
親
征
に
至
る
の
だ
が
、

試
逆
の
故
を
問
う
遼
か
ら
の
使
者
に
封
し
、
高
麗
で
は
遼
朝
中
央
へ
遁
使
す
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
直
前
に
、
前
王

『
高
麗
史
』
巻
四
、
額
宗
元
年
九
月
僚
に
、
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左
司
員
外
郎
金
延
保
を
遭
わ
し
、
契
丹
に
如
き
て
秋
季
問
候
せ
し
め
、
左
司
郎
中
王
佐
遣
、
勝
作
丞
白
日
昇
を
し
て
、
契
丹
東
京
に
如
き

て
好
を
修
め
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
京
へ
も
使
者
を
迭

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
争
回
避
の
た
め
の
外
交
交
渉
の
な
か
で
、
東
京
も
な
ん
ら
か
の
役
割
を
期
待

さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(

げ

〉

さ
ら
に
開
泰
三
年
ハ
一

O
一
四
)
に
始
ま
る
高
麗
遠
征
で
は
、

『
遼
史
』
径
一
五
、
聖
宗
本
紀
、
開
泰
三
年
六
月
僚
に
、

是
の
夏
、
闘
員
詳
種
粛
敵
烈
、
東
京
留
守
耶
律
圏
石
等
に
詔
し
て
高
麗
を
討
た
し
む
。

同
じ
く
開
泰
四
年
(
一

O
一
五
)
正
月
壬
寅
傑
に
、

東
征
す
。
東
京
留
守
善
寧
、
卒
-
章
浬
里
衰
、
己
に
大
軍
及
び
女
直
諸
部
の
兵
を
線
ベ
て
道
を
分
か
ち
て
進
討
せ
し
こ
と
を
奏
し
、
迭
に
使

い
を
遣
わ
し
て
密
詔
を
軍
前
に
賓
ら
す
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
東
京
留
守
が
軍
事
行
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
開
泰
八
年
ハ
穎
宗
一

O
年
、
一

O
一
九
〉
に
契
丹
箪
が

撤
退
す
る
ま
で
断
績
的
に
行
な
わ
れ
る
が
、
『
高
麗
史
』
巻
四
に
よ
れ
ば
、
顛
宗
一

O
年
二
月
に
ほ
ぼ
戦
闘
が
終
息
し
た
後
、
同
年
の
五
月
戊

辰
傑
に
「
契
丹
東
京
文
籍
院
少
監
烏
長
公
、
来
見
す
。
」
、
八
月
辛
卯
僚
に
「
契
丹
東
京
使
、
工
部
少
卿
高
鷹
喜
一
胃来
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
績
け

高
麗
か
ら
も
八
月
辛
卯
僚
の
直
後
、
乙
未
僚
に
「
考
功
員
外
郎
李
仁
津
を
遣
わ
し
、

」
の
遠
征
は
、
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て
東
京
か
ら
使
者
が
来
て
お
り
、

契
丹
東
京
に
如
か
し

む
。
」
と
あ
っ
て
、
東
京
へ
の
蓮
使
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
南
者
の
使
節
の
往
来
は
、

具
盤
的
な
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、

そ
の
時

期
と
頻
繁
さ
か
ら
考
え
て
、
や
は
り
戦
後
の
慮
理
に
関
す
る
交
渉
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
翌
年
三

O
二
O
〉
五
月
に
正
式
に
遼

と
高
麗
の
和
が
成
立
す
る
が
、
そ
の
年
の
六
月
に
も
高
麗
か
ら
東
京
へ
の
遁
使
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
額
宗
一
一
一
年
三

O
一一一)、

正
月
己
丑
僚
で
は
、

契
丹
東
京
使
左
常
侍
王
道
沖
来
り
て
、
其
の
主
、
勝
に
珊
瞳
を
受
け
ん
と
す
る
を
告
ぐ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
遼
朝
が
高
麗
王
を
正
式
に
珊
封
す
る
前
に
、
事
前
連
絡
が
東
京
か
ら
の
使
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
績
い
て
、



願
宗
一
三
年
八
月
庚
子
僚
に
は
、

契
丹
東
京
持
躍
使
李
克
方
来
り
て
言
え
ら
く
、

自
今
、

春
夏
季
の
間
候
使
は
井
せ
て
差
す
こ
と
一
女
、

賀
千
齢
節
、

正
旦
使
と
同
行
せ

ょ
。
秋
多
季
の
問
候
使
は
井
せ
て
差
す
こ
と
一
次
、
賀
太
后
生
辰
使
と
同
行
せ
よ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
高
麗
か
ら
の
遣
使
の
回
数
・
名
目
等
の
規
定
が
東
京
を
逼
じ
て
俸
え
ら
れ
て
お
り
、
遼
と
高
麗
と
の
関
係
修
復
と
そ
の
後
の

交
渉
に
お
け
る
事
務
的
な
手
績
き
の
類
は
東
京
が
行
な
っ
て
い
た
こ
・
と
を
窺
わ
せ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
東
京
は
高
麗
|
|
或
い
は
女
員
も
含
め
て
|
|
に
劃
す
る
軍
事
行
動
を
起
こ
す
際
の
前
進
基
地
と

な
り
、
東
京
留
守
が
軍
を
指
揮
す
る
場
合
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
の
紛
争
解
決
ーの
た
め
の
外
交
交

渉
に
お
い
て
も
、

今東
京
は
あ
る
役
割
|
|
お
そ
ら
く
事
務
的
レ
ベ
ル
で
ー
ー
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
よ
う
な
戦
争
に
ま
で
至
ら

な
い
に
せ
よ
、
遼
と
高
麗
と
の
聞
に
何
ら
か
の
紛
争
が
起
こ
っ
た
際
に
、

ま
ず
東
京
が
交
渉
に
あ
た
る
場
合
が
そ
の
後
も
見
ら
れ
る
。

例
え

一回一

tま

『
高
麗
史
』
巻
八
、
文
宗
一
一
一
年
三

O
五
八
)
八
月
乙
巳
僚
に
、
宋
に
遁
使
し
よ
う
と
し
た
高
麗
王
に
封
し
、
そ
れ
を
諌
め
た
内
史
門
下

省
の
上
言
に
衣
の
よ
う
に
あ
る
。

園
家
好
を
北
朝
に
結
び
、
漫
に
警
A

一
凪
無
く
、
民
其
の
生
を
繁
し
む
。
此
れ
を
以
て
邦
を
保
つ
は
上
策
な
り
。
昔
庚
民
の
歳
、
契
丹
問
罪
の

書
に
云
え
ら
く
、
東
は
女
員
に
結
構
し
、
西
は
宋
園
に
往
来
す
る
は
、
是
れ
何
の
謀
を
欲
せ
ん
や
と
。
ま
た
、
向
書
柳
参
の
奉
使
の
日
、

東
京
留
守
、
南
朝
逼
使
の
事
を
聞
い
、
嫌
猪
有
る
に
似
た
り
。
若
し
此
の
事
世
る
れ
ば
、
必
ず
鷺
隙
を
生
じ
ん
。
:
:

軍
事
上
だ
け
で
な
く
、
遼
と
高
麗
聞
の
使
節
の
往
来
の
際
に
も
東
京
は
そ
の
中
縫
地
と
な
司
た
で
あ
ろ
う
。
東
京
は
高
麗
か
ら
の
使
節
の
儀
躍

的
な
躍
接
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
こ
で
は
高
麗
と
宋
の
通
交
を
疑
い
、
こ
れ
を
高
麗
使
節
に
た
だ
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
東
京
は
高
麗
に
劃
す
る

監
視
・
情
報
牧
集
を
推
賞
し
て
お
り
、
そ
こ
で
問
題
が
生
じ
れ
ば
そ
の
針
策
を
講
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
高
麗
か
ら
遼
へ
の
使
節
を
逼

じ
て
行
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
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次
に
『
宣
向
麗
史
』
巻
七
、
文
宗
九
年
〈
一

O
五
五
〉
七
月
丁
巳
僚
に
、
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都
兵
馬
使
奏
す
ら
く
、
契
丹
、
前
に
太
后
皇
帝
詔
し
て
鴨
江
以
東
を
賜
い
て
我
が
園
の
封
境
と
帰
す
。
然
れ
ど
も
或
い
は
城
橋
を
置
き
、

或
い
は
弓
口
欄
子
を
置
き
、
漸
く
奮
限
を
捻
え
て
、
是
れ
厭
か
ず
と
調
う
。
今
ま
た
郵
亭
を
創
立
し
、
我
が
彊
を
茸
食
す
。
魯
史
に
調
う

所
の
、
滋
蔓
せ
し
む
る
な
か
れ
、
蔓
、
圃
り
難
き
な
り
。
宜
し
く
園
書
を
東
京
留
守
に
迭
り
、

ば
、
遁
使
告
奏
す
ベ
し
。
是
に
於
い
て
、
書
を
東
京
留
守
に
致
し
て
日
く
、
:
:
:

其
の
不
可
を
陳
べ
、

若
し
聴
さ
れ
ざ
れ

と
記
さ
れ
る
例
で
は
、
高
麗
が
契
丹
の
国
境
侵
犯
行
震
に
劃
す
る
抗
議
を
東
京
留
守
を
通
じ
て
行
な
っ
て
い
る
し
、
同
書
巻
九
、
文
宗
二
九
年

へ一

O
七
五
)
七
月
美
酉
僚
で
は
、

遼
東
京
兵
馬
都
部
署
、
極
密
院
の
割
子
を
奉
じ
て
牒
を
移
し
、
鴨
江
以
東
の
彊
域
を
治
せ
ん
こ
と
を
請
う
。

と
あ
っ
て
、
橿
密
院
の
意
を
承
け
た
東
京
が
高
麗
に
園
境
問
題
に
闘
す
る
交
渉
を
も
ち
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
境
附
近
の
紛
争
に
つ
い

て
も
、
中
央
の
指
示
は
仰
ぐ
に
し
て
も
、
寅
際
の
現
場
で
の
交
渉
に
は
東
京
が
嘗
た
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
京
は
遼
と
の
交
渉
に
お
け
る
窓
口
と
な
っ
た
が
故
に
、
高
麗
に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
、
聖
宗
代
以
来
し
だ
い
に
東
京
と
の

- 64ー

密
接
な
関
係
が
結
ぼ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
紛
争
が
生
じ
た
時
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

し
だ
い
に
卒
和
的
・
恒
常
的

な
も
の
に
な
っ
て
い
ア
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
聖
宗
統
和
一

0
1
一
一
年
の
東
京
留
守
粛
恒
徳
に
よ
る
高
麗
遠
征
は
、
恒
徳
自
身
に
よ
っ

て
戦
後
慮
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
『
遼
史
』
巻
二
ニ
、
聖
宗
本
紀
、
統
和
一
四
年
(
九
九
六
〉
三
月
壬
寅
篠
に
よ
れ
ば
、

高
麗
王
治
、
表
し
て
婚
を
震
さ
ん
こ
と
を
乞
う
。
許
す
に
東
京
留
守
、
叫
制
馬
粛
恒
徳
の
女
を
以
て
し
、
之
に
嫁
せ
し
む
。

と
あ
り
、
高
麗
王
と
東
京
留
守
薪
恒
徳
の
聞
に
姻
戚
関
係
が
結
ぼ
れ
て
い
る
。
遼
・
高
麗
ど
ち
ら
の
希
望
に
よ
る
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

係
が
修
復
さ
れ
て
か
ら
、

い
ず
れ
に
ぜ
よ
高
麗
と
東
京
と
の
緊
密
な
関
係
を
意
圃
し
て
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
に
開
泰
三

i
八
年
の
高
麗
遠
征
後
、
南
者
の
闘

『
高
麗
史
』
に
は
、
遼
朝
中
央
か
ら
の
使
節
と
は
別
に
、
東
京
か
ら
高
麗
に
使
者
が
涯
遣
さ
れ
る
例
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
。
遼
東
京
か
ら
の
遁
使
が
毎
年
の
よ
う
に
|
|
多
い
場
合
は
年
二
回
ー
ー
ー
見
ら
れ
る
の
に
封
し
、
高
麗
か
ら
の
遁
使
は
必
ず
し
も
記
録

さ
れ
な
い
が
、
例
え
ば
、
『
高
麗
史
』
巻
六
、
靖
宗
四
年
(
一

O
三
八
〉
八
月
丁
卯
僚
に
は
、



持
檀
使
閤
門
施
候
金
華
彦
を
遣
わ
し
、
契
丹
東
京
に
如
か
し
む
。

と
あ
る
の
に
封
し
、
同
年
一
一
月
乙
卯
僚
に
、

契
丹
東
京
回
撞
使
、
義
勇
軍
都
指
揮
康
徳
寧
来
る
。

と
あ
り
、
ま
た
、
東
京
か
ら
の
遣
使
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
「
回
躍
使
」
あ
る
い
は
「
持
種
田
謝
使
」
な
ど
の
表
記
が
ほ
と
ん
ど
な

の
で
、

お
そ
ら
く
毎
年
定
期
的
に
高
麗
か
ら
使
節
が
涯
遣
さ
れ
、
東
京
が
そ
れ
に
麿
え
る
形
で
の
使
節
の
往
来
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

うh

-

。
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こ
の
よ
う
な
往
来
の
な
か
で
、
車
な
る
儀
雄
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
務
的
な
連
絡
事
項
の
類
が
東
京
と
高
麗
と
の
聞
で
往
復
す
る
よ
う
に
な
っ

『
高
麗
史
』
巻
八
、
文
宗
一
九
年
〈
一

O
六
五
)
三
月
己
未
僚
で
は
、

契
丹
東
京
留
守
、
牒
も
て
報
ず
ら
く
、
皇
太
后
に
傘
競
を
加
上
し
て
慈
琵
仁
和
文
恵
孝
敬
願
聖
昭
徳
贋
愛
宗
天
皇
太
后
と
し
、
皇
帝
一
に
辱
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競
を
加
上
し
て
聖
文
紳
武
全
功
大
略
聴
仁
容
孝
天
枯
皇
帝
と
す
と
。

と
あ
っ
て
、
遼
の
皇
帝
・
皇
太
后
の
傘
競
を
改
め
た
こ
と
を
俸
え
、
同
巻
九
、
文
宗
二
九
年
(
一

O
七
五
)
七
月
乙
丑
僚
に
は
、

遼
東
京
兵
馬
都
部
署
、
牒
も
て
、
威
発
十
一
年
を
改
め
て
大
康
元
年
と
篤
せ
し
こ
と
を
告
ぐ
。

と
あ
る
よ
う
に
改
元
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
高
麗
か
ら
は
、
同
巻
一
て
粛
宗
二
年
(
一

O
九
七
〉
三
月
庚
申
僚
に
、

前
王
を
謄
陵
に
葬
る
。
牒
を
東
京
兵
馬
都
部
署
に
移
す
ら
く
、
前
王
、
別
邸
に
退
居
し
て
よ
り
以
来
、
病
勢
日
に
増
し
、
閏
月
十
九
日
に

亮
逝
す
。
今
日
に
葬
り
詑
る
。
前
王
の
遺
命
に
云
え
ら
く
、
昨
に
機
務
を
鮮
か
ん
こ
と
を
乞
い
、
幸
い
に
し
て
詔
允
を
蒙
り
、
残
骸
を
退

養
す
る
に
、
近
来
疾
劇
し
く
、
決
し
て
生
く
る
理
無
し
。
飾
終
の
諸
事
は
宜
し
く
倹
約
に
従
い
、
須
く
告
奏
し
て
大
朝
を
煩
演
す
べ
か
ら

ず
と
。
擦
に
前
王
の
遺
命
に
遭
い
、
敢
え
て
遁
使
告
哀
せ
ず
と
。

と
あ
り
、
引
退
し
た
前
王
の
死
去
を
東
京
に
報
告
し
て
い
る
。
園
王
の
交
替
・
遼
か
ら
の
加
封
な
ど
は
嘗
然
遼
朝
中
央
と
高
麗
政
府
と
の
交
渉

に
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
後
の
前
王
死
去
の
よ
う
な
事
件
で
も
|
|
こ
の
場
合
は
前
王
の
遺
命
が
あ
っ
て
、
特
殊
な
ケ
l
ス
か
も
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し
れ
な
い
が
|
|
中
央
へ
の
使
者
の
涯
遣
で
は
な
く
、
東
京
へ
の
牒
で
の
報
告
で
す
ま
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
先
に
鰯
れ
た
よ
う
に
、
高
麗
か
ら

遼
の
中
央
へ
使
節
が
涯
遣
さ
れ
た
場
合
で
も
東
京
が
そ
の
中
縫
地
と
な
っ
た
た
め
に
、
使
節
に
闘
す
る
連
絡
事
項
も
東
京
を
逼
じ
て
停
え
ら
れ

た
。
同
巻
一
四
、
容
宗
一

O
年
三
二
五
〉
一
一
月
庚
寅
篠
に
、

北
路
兵
馬
使
、
遼
東
京
の
牒
を
馳
報
す
ら
く
、
昨
に
敷
旨
を
奉
ず
る
に
、
高
麗
の
遣
わ
せ
し
所
の
生
辰
、
横
宣
、
落
起
復
三
謝
使
、
近
ご

ろ
、
法
境
多
故
に
縁
り
、
未
だ
界
に
入
る
を
得
ず
、

と
あ
り
、
容
宗
一
一
年
間
正
月
庚
民
僚
に
は
、

己
に
園
へ
還
ら
し
む
と
。

秘
書
校
書
郎
鄭
良
覆
を
遣
わ
し
、
稽
し
て
安
北
都
護
府
街
前
と
震
し
、
牒
を
持
し
て
遼
東
京
に
如
き
、
節
目
使
安
彦
純
、
進
奉
使
徐
肪
、

賀
正
使
李
徳
允
ら
の
稽
留
の
事
を
調
知
せ
し
む
。

と
あ
る
。
女
員
の
撞
頭
に
よ
る
東
北
港
境
地
域
の
混
凱
}
|
|
一
一
一
六
年
に
は
東
京
で
溺
海
人
高
永
昌
の
反
凱
も
起
こ
っ
て
い
る
ー
ー
を
背
景

に
、
前
者
の
記
事
で
は
東
京
が
使
節
を
中
途
で
開
園
さ
せ
た
こ
と
を
報
告
し
、
後
者
で
は
高
麗
が
遼
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
使
節
の
情
報
を
得
る

た
め
に
東
京
に
赴
い
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
牒
」
が
登
場
す
る
よ
う
に
、
以
上
に
奉
げ
た
史
料
で
は
遼
か
ら
の
場
合
も
高
麗
か
ら
の
場
合
も
い

「
牒
」
は
唐
朝
に
淵
源
を
も
ち
、
東
ア
ジ
ア
諸
圏
に
普
遍
化
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ず
れ
も
「
牒
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
が
迭
ら
れ
て
い
る
。
中
村
裕
一
氏
に
よ
れ
ば
、

(
刊
日
〉

し
た
、
園
家
聞
の
意
志
俸
遠
方
式
で
あ
る
と
い
う
。
高
麗
に
も
こ
れ
が
受
け
継
が
れ
、

日
本
の
太
宰
府
へ
牒
が
迭
ら
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
同

様
に
高
麗
と
遼
と
の
聞
で
も
牒
の
往
来
に
よ
る
意
志
俸
達
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
遼
側
の
窓
口
が
東
京
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
東
京
は
嘗
初
こ
の
地
域
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
溺
海
人
統
治
の
擦
貼
と
し
て
置
か
れ
た
が
、
東
方
の
女
員
・
高
麗
へ
の
遠
征

を
契
機
に
高
麗
と
の
関
係
が
深
ま
り
、
軍
事
上
の
基
地
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

し
だ
い
に
卒
和
的
・
恒
常
的
交
渉
の
な
か
で
も
一
定
の
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
は
南
京
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
東
京
の
場
合
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
考
え
て
ゆ
き
た
い
。



(
2〉

南

尽

東
京
の
置
か
れ
た
遼
陽
は
戟
園
時
代
以
来
の
歴
史
が
あ
る
と
は
い
え
、
遼
代
に
な
っ
て
溺
海
人
な
ど
を
移
住
さ
せ
て
改
あ
て
形
成
さ
れ
た
都

市
で
あ
り
、
高
麗
と
の
関
係
も
東
京
設
置
後
に
し
だ
い
に
で
き
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
劃
し
南
京
の
置
か
れ
た
幽
州
は
、
遼
の
支
配

下
に
入
る
以
前
か
ら
河
北
の
中
心
都
市
の
一
つ
と
し
て
漢
入
社
舎
の
な
か
で
機
能
し
て
お
り
、
唐
代
に
は
沼
陽
節
度
使
が
こ
の
地
に
置
か
れ
た

よ
う
に
、
契
丹
を
含
む
東
北
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
濁
す
る
交
渉
の
基
地
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
東
北
地
域
か
ら
こ
の
地
を
経
由
し
て
中
園
王
朝
の

政
治
的
中
心
で
あ
る
黄
河
流
域
に
向
う
ル
l
ト
は
既
に
通
じ
て
お
り
、
南
京
設
置
嘗
初
よ
り
こ
の
よ
う
な
中
園
王
朝
と
の
交
渉
の
接
貼
と
し
て

の
役
割
は
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
ず
軍
事
面
で
は
、
前
章
に
も
燭
れ
た
よ
う
に
、
既
に
後
耳
目
を
滅
ぼ
し
た
際
に
そ
の
前
進
基
地
と
な
り
、
南
京
留
守
越
延
需
が
遠
征
の
先
鋒

と
な
っ
て
い
る
。
以
来
し
ば
し
ば
南
京
を
基
地
と
し
て
「
南
伐
」
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
後
周
の
南
征
の
隙
を
つ
く
形
で
行
な
わ
れ
た
戦
闘
の
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場
合
で
は
、

『
遼
史
』
巻
六
、
穆
宗
本
紀
、
慮
暦
八
年
(
九
五
八
〉
四
月
甲
寅
僚
に
、

南
京
留
守
驚
思
温
、
沿
遣
の
州
豚
を
攻
め
下
し
、
人
を
遣
わ
し
て
之
を
努
う
。

同
書
巻
七
八
、
粛
思
温
俸
に
は
、

初
め
周
人
、
揚
州
を
攻
め
、
上
、
思
温
を
遣
わ
し
て
其
の
後
を
麗
わ
し
む
る
も
、
暑
を
俸
り
て
敢
え
て
は
進
ま
ず
、
縁
漫
の
数
城
を
抜
き

て
還
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
遼
朝
中
央
の
命
に
よ
っ
て
、
南
京
留
守
の
指
揮
の
も
と
に
南
京
自
身
が
軍
事
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
『
遼
史
』
巻
四
六
、
百
官
志
、
北
面
遁
防
官
の
項
に
「
南
京
都
元
帥
府
」
以
下
の
諸
官
司
が
列
記
さ
れ
、

京
諸
司
、
並
び
に
元
帥
府
に
隷
し
、
宋
園
を
備
禦
す
。
」
と
あ
り
、
同
書
巻
一

O
、
聖
宗
本
紀
、
統
和
元
年
正
月
丙
子
僚
に
は
、

子
越
休
膏
を
以
て
南
京
留
守
と
震
し
、
仰
っ
て
南
面
行
管
綿
管
の
印
綬
を
賜
い
、
浸
事
を
綿
ベ
し
む
。

「
己
上
の
南
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通
常
の
任
務
と
し
て
南
京
は
中
園
王
朝
に
劃
す
る
防
衛
を
捨
嘗
し
、

ば
、
右
に
奉
げ
た
耶
律
休
瓦
町
は
、
同
二
月
己
丑
僚
に
、

と
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
を
統
括
し
た
の
が
南
京
留
守
で
あ
っ
た
。

例
え

南
京
奏
す
ら
く
、
聞
く
な
ら
く
、
宋
多
く
糧
を
漣
境
に
褒
め
、
及
び
宋
主
将
に
蓋
山
に
如
か
ん
と
す
る
と
。
休
寄
に
詔
し
て
厳
に
之
が
備

え
を
魚
さ
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
宋
の
動
向
に
闘
す
る
情
報
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
へ
の
針
策
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
活
動
を
『
遼
史
』
に
探
す
と
、
女

の
よ
う
な
例
が
奉
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各

一
七
、
聖
宗
本
紀
、
太
卒
八
年
(
一

O
二
八
〉
二
月
戊
子
僚
に、

燕
京
留
守
粛
孝
穆
、
拒
馬
河
に
宋
の
境
上
に
接
し
て
成
を
置
き
て
長
し
く
巡
察
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
詔
し
て
之
に
従
う
。

と
あ
る
よ
う
な
遁
境
監
視
障
制
の
整
備
、
巻
六
、
穆
宗
本
紀
、
腰
暦
一
一
一
一
年
(
九
六
三
)
正
月
丙
寅
僚
に
、

{
木
、
盆
津
闘
に
城
か
ん
と
欲
し
、
南
京
留
守
高
動
、
統
軍
使
雀
廷
動
に
命
じ
て
兵
を
以
て
之
を
擾
さ
し
む
。

と
あ
る
よ
う
な
、
宋
側
の
築
城
へ
の
劉
躍
、
或
い
は
巻
一
二
、
聖
宗
本
紀
、
統
和
七
年
(
九
八
九
)
五
月
壬
辰
僚
で
は
、

燕
京
奏
す
ら
く
、

し
、
退
か
ば
則
ち
班
師
せ
ん
と
。
之
に
従
う
。

宋
兵
過
に
至
る
も
、

時
暑
な
れ
ば
未
だ
教
え
て
輿
に
戟
わ
ず
、

且
く
易
州
に
駐
し
、

彼
の
動
く
を
侯
ち
て
則
ち
進
掌
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と
あ
っ
て
、

宋
が
軍
事
行
動
に
至
っ
た
際
に
は
濁
自
の
剣
断
で
動
こ
う
と
し
て
い
る
。

宋
側
の
突
霊
的
な
軍
事
行
動
に
も
封
躍
す
る
た
め
に

は
、
南
京
に
あ
る
程
度
自
由
に
兵
を
動
か
す
権
限
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
は
嘗
然
と
い
え
る
。

一
方
卒
和
的
な
交
渉
に
つ
い
て
見
る
と
、
檀
淵
の
盟
以
降
し
ば
し
ば
宋
か
ら
の
使
節
に
よ
っ
て
、
南
京
を
経
由
し
て
上
京
へ
向
う
交
通
路
が

ハ
四
〉

具
睦
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
南
京
が
遼
の
も
と
に
入
っ
た
時
黙
で
既
に
こ
の
よ
う
な
交
通
路
が
通
じ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
南
京
が
置
か
れ
た
翌
年
の
舎
同
二
年
(
九
三
九
)
に
は
後
音
か
ら
の
歳
幣
が
南
京
に
届
け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
遼

太
宗
が
南
京
に
行
幸
し
て
後
膏
な
ど
の
使
と
舎
見
し
た
こ
と
が
『
遼
史
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
檀
淵
の
盟
以
前
に
お
い
て
も
断
綴
的
な
中
園
王

朝
と
の
交
渉
の
な
か
で
、
南
京
は
嬢
黙
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
檀
淵
の
盟
以
降
雨
者
の
交
渉
が
定
期
的
か
つ
頻
繁
に
な
っ
た
こ



と
を
受
け
て
南
京
の
重
要
性
は
高
ま
り
、
さ
ら
に
南
京
か
ら
上
京
へ
の
中
縫
地
と
し
て
新
た
に
中
京
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
交
通
路
上
の
接
黙
と
し
て
以
外
に
、
南
京
の
果
た
し
た
役
割
の
具
瞳
的
な
内
容
は
断
片
的
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず
、

巻
一

O
、
聖
宗
本
紀
、
乾
亨
四
年

〈九
八
ニ
)
一
二
月
辛
酉
傑
に
衣
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

遼
史
Lョ

南
京
留
守
荊
王
道
隠
奏
す
ら
く
、
宋
、
使
を
遭
わ
し
、
犀
帯
を
献
じ
て
和
を
請
う
と
。
詔
し
て
、
書
無
き
を
以
て
之
を
却
け
し
む
。

こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
、
中
園
王
朝
か
ら
使
節
が
迭
ら
れ
で
も
、
ま
ず
南
京
留
守
が
そ
の
麿
接
を
行
な
っ
て
中
央
へ
報
告
し
、
皇
帝
と
舎
見
す

る
に
は
お
よ
ば
な
い
と
剣
断
さ
れ
た
場
合
に
は
南
京
の
段
階
で
慮
理
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
『
長
編
』
巻
一
五
二
、

仁
宗
慶
麿
四
年
三

O
四
四
〉
一

O
月
甲
午
僚
に
は
、

河
北
縁
漫
安
撫
司
に
詔
し
て
契
丹
尉
馬
都
尉
劉
三
根
を
械
迭
し
て
涼
州
に
至
ら
し
む
。
初
め
、
三
蝦
其
の
妻
の
淫
範
を
悪
み
、
遁
げ
て
贋

信
軍
に
至
り
、
知
一軍
劉
胎
孫
其
の
自
ら
還
る
を
聴
し
、
嘗
て
賦
す
所
の
詩
を
留
む
。
余
靖
の
使
の
回
る
に
及
び
、
燕
京
留
守
耶
律
仁
先
、

三
蝦
の
備
お
漢
界
に
在
る
を
言
う
。
蓋
し
其
の
去
る
こ
と
日
を
累
ね
て
、
復
た
其
の
子
と
一
一
牌
を
携
え
て
聞
道
よ
り
定
州
に
走
げ
、
望
都

の
民
楊
均
慶
の
家
に
匠
る
。
是
に
至
り
て
、
北
界
ま
た
文
を
移
し
て
督
取
し
、
故
に
是
の
命
有
り
。
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と
あ
る
。
こ
の
時
の
宋
使
余
靖
は
遼
興
宗
と
巡
幸
先
の
九
十
九
泉
で
舎
見
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
鯖
途
南
京
に
お
い
て
留
守
か
ら
宋
〈
亡
命

し
た
尉
馬
の
返
還
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
東
京
と
高
麗
と
の
聞
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
儀
櫨
的
な
麿
接
だ
け
で
な
く
、
使
節
を
通
じ
て
の
濁

自
の
交
渉
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
涼
州
が
返
還
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
が
、
遁
常
の
賓
務
的
な
交
渉
は
琢
州
を
逼
じ
て
行
な
わ
れ
る

場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
遼
史
』
巻
入
、
景
宗
本
紀
、
保
寧
六
年
(
九
七
四
〉
一
一
一
月
僚
に
は
、

I

宋
、
使
を
遣
わ
し
て
和
を
請
い
、
琢
州
刺
史
耶
律
昌
ポ
を
以
て
侍
中
を
加
え
、
宋
と
和
を
議
せ
し
む
。

と
あ
り
、
と
の
翌
年
に
は
正
式
な
和
卒
使
節
の
交
換
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
前
の
議
備
交
渉
を
濠
州
刺
史
が
携
嘗
し
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う

に
、
高
麗
と
の
交
渉
の
場
合
は
中
央
政
府
聞
の
そ
れ
以
外
の
事
務
的
な
も
の
を
東
京
自
身
が
携
嘗
し
て
い
た
が
、
宋
と
の
交
渉
の
場
合
は
南
京

221 

よ
り
も
む
し
ろ
さ
ら
に
最
前
線
の
稼
州
と
宋
側
の
最
前
線
で
あ
る
雄
州
と
の
聞
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
交
易
関
係
に
お
い
て
も
、
遼
は
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初

)

新
城
・
易
州
・
朔
州
に
権
場
を
設
け
た
が
、
新
城
に
都
監
を
お
い
て
琢
州
刺
史
の
管
轄
下
に
雄
州
と
の
折
衝
に
嘗
た
ら
せ
て
い
る
。
南
京
は
こ

れ
ら
を
統
括
す
る
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
遼
遁
宗
の
威
薙
一

O
年
(
一

O
七
四
)
以
来
、
河
東
方
面
の
境
界
に
闘
し
て
宋

と
の
紛
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
が
、
最
終
的
な
交
渉
は
商
圏
中
央
涯
遣
の
使
節
に
よ
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
意
志
俸
達
手
段
と
し

て
し
ば
し
ば
琢
州
と
雄
州
の
聞
を
牒
が
往
復
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
燕
京
留
守
司
の
指
揮
を
仰
ぎ
、
一
隊
州
の
雄
州
に
牒
を
費
ら
し
:
:
:
」
と

(

氾

)

い
う
記
述
も
有
り
、
稼
州
へ
の
直
接
の
指
示
は
南
京
留
守
司
に
よ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

ま
た
『
長
編
』
巻
三
二
二
、
紳
宗
元
豊
五
年
へ
一

O
八
二
)
正
月
笑
卯
僚
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

雄
州
言
え
ら
く
、
稼
州
の
牒
に
準
ず
る
に
、
留
守
の
指
揮
を
奉
じ
、
極
密
院
の
割
子
に
準
ず
る
に
、
夏
園
の
遣
使
入
朝
し
、
稽
し
て
南
朝

の
名
無
く
し
て
兵
を
起
こ
し
討
伐
す
る
と
帰
し
、
事
端
を
知
ら
ざ
る
を
以
て
、
燕
京
留
守
司
を
指
揮
し
、

稼
州
に
委
ね
て
牒
を
雄
州
に
移

し
て
南
朝
に
聞
達
し
て
舎
問
せ
し
む
と
。
:
:
:

こ
の
よ
う
に
、
単
に
園
境
地
域
で
の
紛
争
の
み
な
ら
ず
、

西
夏
と
宋
と
の
調
停
の
よ
う
な
外
交
の
場
で
も
稼
州
が
貫
務
を
捨
嘗
し
て
い
る
が
、
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こ
こ
で
も
「
留
守
の
指
揮
を
奉
じ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
植
密
院
の
命
を
受
け
た
南
京
留
守
が
そ
れ
を
監
督
し
て
い
る
。
ま
た
連
絡
は
高
麗
と
の

場
合
と
同
じ
く
牒
と
呼
ば
れ
る
文
書
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
高
麗
へ
は
直
接
東
京
留
守
司
或
い
は
東
京
兵
馬
都
部
署
司
か
ら
迭
ら
れ
た
の

に
封
し
、
こ
の
場
合
も
や
は
り
深
州
と
雄
州
の
聞
を
往
来
し
て
い
る
。
先
に
暴
げ
た
保
寧
六
年
の
和
卒
交
渉
に
既
に
涼
州
刺
史
が
涯
遣
さ
れ
た

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
態
勢
は
遁
淵
の
盟
以
前
か
ら
し
だ
い
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(

3

)

 

留

生
寸

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
史
料
に
登
場
し
た
留
守
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
遼
の
五
京
を
統
括
し
た
の
が
留
守
な
る
官
で
あ
っ
た
。

『
文
献
遁
考
』
巻
六
三
、
職
官
考
一
七
に
は
唐

・
宋
の
留
守
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

唐
太
宗
貞
親
十
七
年
、
遼
東
に
親
征
し
、
京
城
に
留
守
を
置
き
、
房
元
齢
を
以
て
充
て
、
粛
璃
を
副
と
爵
す
。
其
の
後
、
車
駕
京
都
に
在



ら
ざ
れ
ば
則
ち
留
守
を
置
き
、
右
金
吾
大
将
軍
を
以
て
副
と
震
す
。
威
亨
二
年
、
高
宗
洛
陽
に
幸
し
、
務
州
長
史
李
晦
を
以
て
西
京
留
守

と
帰
す
。
其
の
後
車
駕
京
都
を
裂
す
れ
ば
則
ち
留
守
を
置
き
、
右
金
吾
大
将
軍
を
以
て
副
留
守
と
篤
す
。
太
原
府
ま
た
予
及
び
少
吾
ノ
を
置

き
、
予
を
以
て
留
守
と
篤
し
、
少
予
を
副
留
守
と
鯖
し
、
之
を
三
都
留
守
と
謂
う
。

宋
制
、
天
子
巡
狩
、
親
征
す
れ
ば
則
ち
親
王
或
い
は
大
臣
に
命
じ
て
留
守
の
事
を
組
ベ
し
む
。
建
隆
元
年
、
調
停
、
瀦
に
親
征
し
、
植
密
使

臭
延
砕
を
以
て
東
京
留
守
と
矯
し
、
其
の
西
、
南
、
北
京
留
守
各
々
一
人
は
知
府
事
を
以
て
之
を
品
兼
ね
し
む
。
留
守
司
は
宮
鍋
及
び
京
城

の
守
衛
、
修
葺
、
弾
匪
の
事
、
畿
内
の
銭
穀
、
兵
民
の
政
を
掌
る

0

・

留
守
は
本
来
皇
帝
が
親
征
な
ど
で
都
を
不
在
に
し
た
際
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
の
職
務
の
名
で
あ
る
。
後
に
こ
れ
が
官
名
と
な
っ
て
、
唐
以
降
、

首
都
以
外
の
陪
都
に
も
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
唐
で
は
府
予
が
、
宋
で
は
知
府
事
が
こ
れ
に
嘗
た
ア
た
。
遼
の
場
合
留
守
は
常
設
の
官
と
な

(

辺

〉

っ
た
が
、
例
え
ば
耶
律
仁
先
の
肩
書
き
に
「
燕
京
留
守
、
粂
権
析
津
府
予
事
」
や
「
東
京
留
守
、
剣
遼
陽
府
事
」
が
見
え
る
よ
う
に
、
府
の
長

官
を
粂
任
す
る
形
を
取
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
中
園
王
朝
の
制
に
な
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
遼

の
留
守
は
軍
を
率
い
て
劃
外
遠
征
に
出
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
外
交
の
場
に
お
い
て
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
に
劃
し
、
中
園
王
朝

の
留
守
の
管
轄
範
園
は
「
畿
内
」
ま
で
で
あ
り
、
遼
の
そ
れ
の
よ
う
な
外
交
的
機
能
は
見
嘗
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
来
皇
帝
外
出
中
の
内
を

守
る
も
の
か
ら
、
逆
に
皇
帝
の
命
で
外
へ
出
る
こ
と
も
あ
る
遼
の
留
守
は
、
も
と
の
役
割
と
は
大
き
く
離
れ
た
任
務
を
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
先
に
五
京
制
の
系
譜
を
考
え
た
際
に
、
直
接
的
に
は
溺
海
の
影
響
よ
り
む
し
ろ
中
園
主
朝
か
ら
の
つ
な
が
り
を
考
え
た
方
が
よ
い
こ
と

(

お

〉

を
述
べ
た
。
溺
海
で
は
京
を
統
括
す
る
の
は
都
督
で
あ
り
、
こ
の
黙
で
も
や
は
り
形
式
的
に
は
遺
制
と
直
接
結
び
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
京
が

劃
外
交
渉
の
擦
黙
と
位
置
附
け
ら
れ
る
黙
に
溺
海
か
ら
遼
へ
の
系
譜
関
係
を
見
い
出
せ
る
と
す
れ
ば
、
官
名
は
異
な
る
が
、
そ
の
機
能
に
お
い

て
溺
海
の
都
督
と
遼
の
留
守
は
共
通
の
も
の
を
持
つ
可
能
性
が
高
い
。
先
の
拙
稿
で
、
溺
海
の
都
督
は
軍
国
の
長
で
も
あ
り
、
五
京
は
そ
れ
以

(

但

〉

外
の
地
に
比
し
て
多
数
の
軍
を
も
ち
、
こ
れ
を
統
括
す
る
た
め
に
尉
馬
や
王
族
な
ど
の
王
の
血
縁
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。

遼
に
お

い
て
も
、
先
に
奉
げ
た
史
料
に
東
京
留
守
の
「
尉
馬
粛
恒
徳
」
が
登
場
し
て
お
り
、
東
京
が
「
遼
東
の
重
地
な
る
を
以
て
、
動
戚
に
非
ず
ん
ば

-71ー
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鎮
撫
す
る
能
わ
ず
。
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

し
ば
し
ば
尉
馬
及
び
皇
族
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

し
ば
し
ば
軍
事
行
動
の
際
に
活
躍
す

る
留
守
は
、
例
え
ば
『
遼
史
』
巻
二
ハ
、
聖
宗
本
紀
、
開
泰
九
年
(
一

O
二
O
〉
一
一
月
丁
巳
僚
に
、

漆
水
郡
王
韓
制
心
を
以
て
南
京
留
守
、
析
津
安
、
兵
馬
都
線
管
と
帰
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
行
政
権
の
み
な
ら
ず
、
軍
事
指
揮
権
を
も
握
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
黙
に
お
い
て
溺
海
と
遼
と
の
闘
連
性
を

考
え
得
る
の
で
は
な
い
か
。
潮
海
の
京
及
び
都
督
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
史
料
し
か
な
く
そ
の
貫
態
は
な
お
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ

こ
に
見
た
遼
の
京
及
び
留
守
が
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

お

わ

り

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
遼
は
ま
ず
溺
海
人
居
住
匡
の
中
心
に
東
京
を
、
漢
入
居
住
匿
の
中
心
に
南
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京
を
置
き
、
首
都
と
し
た
上
京
と
あ
わ
せ
て
三
京
睦
制
を
取
ア
た
。
こ
れ
ら
は
本
来
漢
人
・
溺
海
人
な
ど
の
農
耕
民
を
統
制
す
る
擦
貼
と
し
て

置
か
れ
た
が
、
東
京
に
は
高
麗
と
、
南
京
に
は
五
代
及
び
宋
の
中
園
王
朝
と
の
交
渉
の
擦
黙
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
な
ア
た
。
そ
れ
故
に

そ
の
後
、

檀
淵
の
盟
以
降
宋
と
の
交
渉
が
よ
り
緊
密
に
な
っ
た
際
に
は
中
京
を
、

西
夏
と
の
緊
張
が
高
ま
司
た
際
に
は
西
京
を
置
い
た
よ
う

に
、
後
か
ら
の
二
京
は
、
圏
内
の
問
題
よ
り
む
し
ろ
外
交
上
の
必
要
性
か
ら
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
断
片
的
な
が
ら
そ
の
機

渉

牒
と
呼
tま
れ
る軍
文事

言史
;資
要望
型空
義主
台程
;主及
呈: び
ド、防

信市
達っf

E語
で叫
あ
る

能
を
奉
げ
る
と
、

卒
和
的
に
は
外
園
か
ら
の
使
節
の
雁
接
及
び
そ
れ
を
通
じ
た
交

遼
の
五
京
制
は
、
嘗
初
三
京
で
あ
っ
た
こ
と
、
長
官
が
留
守
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
直
接
的
に
は
溺
海
の
そ
れ
と
は
つ
な
が
ら
ず
、
む
し
ろ
中

園
王
朝
の
制
度
の
影
響
の
方
が
強
い
。
し
か
し
そ
の
外
交
的
機
能
に
お
い
て
は
蓮
と
溺
海
に
共
通
な
も
の
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
は
じ

め
に
溺
海
の
五
京
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
中
園
の
制
度
が
周
漫
園
家
へ
導
入
さ
れ
て
名
稽
も
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ

の
園
家
の
固
有
の
事
情
に
封
臆
し
て
異
な
る
場
合
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
遼

・
溺
海
と
も
に
「
上
京
」
を
園
都
と
し
て
副
都
が
そ
の
南
方
に



配
置
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
方
を
根
接
地
と
し
、
常
に
中
園
を
始
め
と
す
る
南
方
勢
力
と
の
変
渉
が
意
識
さ
れ
た
と
い
う
共

通
の
事
情
を
持
ち
、
こ
の
貼
に
お
い
て
溺
海
の
五
京
か
ら
遼
の
そ
れ
へ
の
系
譜
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註ハ1
〉
拙
稿
「
激
海
の
地
方
統
治
位
制
1
ー
一
つ
の
試
論
と
し
て
|
|
」

(
『
東
洋
史
研
究
』
四
一
一
|
二
、
一
九
八
三
年
)
・
「
渇
海
の
交
通
路
と

五
京
」
(
『
史
林
』
七
二
|
六
、
一
九
八
九
年
)
。

(

2

)

貌
園
忠
「
唐
代
激
海
五
京
制
度
考
」
(
『
激
海
史
論
著
漉
編
』
北
方
史

地
資
料
編
委
舎
、
一
九
八
七
年
)
。

ハ
3
〉
楊
若
彼
『
契
丹
王
朝
政
治
軍
事
制
度
研
究
』
(
中
園
社
倉
科
皐
出
版

位
、
一
九
九
一
年
〉
。

(
4
〉
五
京
の
性
格
の
概
括
的
な
考
察
は
既
に
田
村
賞
造
氏
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
る
|
|
田
村
寅
造
「
都
市
の
成
立
と
性
格
」
(
『
中
園
征
服
王
朝

の
一研
究
』
第
六
章
第
二
節
、
東
洋
史
研
究
曾
、
一
九
六
四
年
〉
|
|
。

た
だ
、

a

田
村
氏
も
溺
海
或
い
は
中
園
の
制
度
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

は
「
遼
の
五
京
は
お
そ
ら
く
直
接
に
は
溺
海
図
に
な
ら
っ
た
も
の
と
お

も
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
唐
制
の
模
倣
で
あ
ろ
う
に
と

述
べ
る
の
み
で
、
具
盟
問
な
内
寅
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。

ハ
5
〉
島
田
正
郎
「
遼
代
に
於
け
る
薬
に
就
い
て
」
(
『
北
亜
細
亜
皐
報
』

一
、
一
九
四
二
年
〉
参
照
。

ハ
6
〉
遼
・
宋
の
交
通
路
に
つ
い
て
は
回
村
貧
造
「
遼
・
宋
の
交
通
」
(
前

掲
書
第
五
章
第
一
節
〉
参
照
。

ハ
7
)
『
遼
史
』
巻
八
て
『
宋
史
』
巻
二
七
九
に
そ
れ
ぞ
れ
王
繕
忠
俸
が

あ
る
。
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ハ
8
)
『
遼
史
』
巻
四
、
太
宗
本
紀
、
大
同
元
年
(
九
四
七
〉
四
月
乙
丑

係。

(
9
〉
田
村
寅
浩
「
遼
と
西
夏
と
の
関
係
」
(
前
掲
書
第
四
章
第
二
節
)
参

照。

〈

m〉
『
遼
史
』
巻
四
、
太
宗
本
紀
、
舎
同
元
年
(
九
三
八
〉
一
一
月
候
。

(
U
〉
同
右
、
大
同
元
年
、
三
月
壬
寅
保
。

ハ
ロ
〉
『
資
治
通
鐙
』
巻
二
八
て
後
耳
目
紀
、
高
租
天
一
一
盟
二
年
(
九
三
八
〉

一
O
月
戊
寅
僚
に
、

帯
以
大
梁
舟
車
所
舎
、
使
於
漕
運
、
丙
辰
、
建
東
京
於
沖
州
、
復

以
林
州
魚
開
封
府
、
以
東
都
築
西
京
、
以
西
都
震
耳
目
畠
軍
節
度
。

と
あ
り
、
後
唐
も
後
E
日
も
基
本
的
に
は
東
西
の
二
京
(
都
〉
|
|
後
唐

は
長
安
と
洛
陽
、
後
E

日
は
洛
陽
と
開
封
ー
ー
で
あ
る
が
、
同
書
巻
二
八

七
、
後
漢
紀
、
高
祖
天
一
踊
一
一
一
年
五
月
幸
卯
僚
の
胡
注
に
「
自
後
唐
以

来
、
以
太
原
篤
北
京
」
と
あ
っ
て
こ
れ
に
太
原
の
北
京
が
加
わ
る
。
こ

れ
は
、
唐
に
お
い
て
、
一
時
期
五
京
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
短
期
間

で
慶
さ
れ
、
基
本
的
に
は
西
都
長
安
・
東
都
洛
陽
及
び
北
都
太
原
の
一
一
一

都
で
あ
っ
た
も
の
を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
え
る
。

(
臼
)
『
契
丹
園
士
山
』
巻
二
二
、
控
制
諸
園
僚
で
は
「
長
春
路
、
女
岡
県
、
室

意
を
鎮
撫
す
。
」
と
あ
っ
て
、
軍
事
面
で
女
岡
県
に
制
到
す
る
防
衛
・
監
督

は
賞
龍
府
の
猪
嘗
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
遼
史
』
巻
一
七
、
聖
宗
本
紀
、
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太
卒
六
年
(
一

O
二
六
〉
二
月
己
酉
僚
に
、

以
迷
離
己
同
知
橘
密
院
、
資
調
a
M丘
ハ
馬
都
部
署
、
達
骨
只
副
之
、

赫
石
震
都
監
、
引
軍
城
混
同
江
、
疎
木
河
之
開
。
責
龍
府
、
請
建

盤
障
三
、
燦
蓑
十
、
詔
以
農
隙
築
之
。
亙
尽
留
守
八
寄
奏
、
責

朗
、
領
兵
入
女
直
界
街
地
、
伊
獲
人
、
馬
、
牛
、
家
、
不
可
勝

計
、
得
降
戸
二
百
七
十
。
詔
奨
議
之
。

と
あ
る
記
事
に
よ
れ
ば
、
質
問
ら
が
遠
征
し
た
混
同
江
、
疎
木
河
は
第

二
松
花
江
の
中
・
上
流
域
に
あ
た
り
、
地
理
的
に
は
責
龍
府
に
近
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
戦
果
は
東
京
を
遜
じ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
同
書
径
一
九
、
興
宗
本
紀
、
重
県
二
二
年
(
一

O
四
四
)
四
月
己
酉

僚
に
は
、選

東
京
留
守
耶
律
侯
晒
、
知
責
龍
府
事
耶
律
欧
塁
斯
、
賂
丘
(
攻
蒲

慮
毛
架
部
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
京
留
守
が
知
黄
龍
府
事
と
共
同
で
蒲
虚
毛
柔
部

|
|
威
鏡
道
方
面
の
女
員
ー
ー
へ
の
軍
事
行
動
を
指
揮
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
女
輿
に
糾
問
す
る
情
報
の
枚
集
・
報
告
、
あ
る
場
合
に
は
軍
事

行
動
ま
で
も
、
責
龍
府
と
並
ん
で
東
京
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た。

(

U

)

池
内
宏
「
高
麗
成
宗
朝
に
於
け
る
女
員
及
び
契
丹
と
の
関
係
」
〈
『
満

鮮
史
研
究
』
中
世
第
二
節
、
座
右
賓
刊
行
舎
、
一
九
三
七
年
〉
、
日
野

開
三
郎
「
統
和
初
期
に
お
け
る
契
丹
聖
宗
の
東
方
経
略
と
九
年
の
鴨
緑

江
口
築
城
」
(
『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
事
論
集
』
第
一
六
巻
、
三
一
書

房
、
一
九
九
O
年
〉
参
照
。

(
お
)
こ
の
戦
役
及
び
そ
の
後
の
経
過
は
池
内
宏
前
掲
論
文
参
照
。

(
日
〉
池
内
宏
「
契
丹
聖
宗
の
高
麗
征
伐
」
〈
前
掲
書
)
参
照
。

(
げ
)
同
前
。

(
国
)
中
村
俗
一
「
激
海
園
威
和
二
年
中
華
省
牒
に
就
い
て
|
|
古
代
東

ア
ジ
ア
園
際
文
書
の
一
形
式
|
|
」
(
『
唐
代
官
文
書
研
究
』
、
中
文
出

版
社
、
一
九
九
二
年
〉
。

(
叩
〉
田
村
寅
造
前
掲
註
〈
6
〉
論
文
参
照
。

(m〉
田
村
寅
造
「
遼
・
宋
の
経
済
関
係
|
|
と
く
に
貿
易
を
中
心
と
し
て

ー

i
」
(
前
掲
書
第
五
章
第
二
節
〉
参
照
。

(
幻
)
『
長
編
』
巻
二
六
三
、
紳
宗
照
寧
八
年
(
一

O
七
五
〉
、
閏
四
月
丙

申
僚
の
注
に
引
く
沈
括
|
|
交
渉
の
た
め
遼
朝
に
波
遣
さ
れ
た
|
|
の

乙
卯
入
園
奏
請
及
び
別
録
。
田
村
寅
造
「
遼
と
宋
と
の
関
係
」
(
前
掲

書
第
四
章
第

一
節
)
参
照
。

ハm
必
)
耶
律
仁
先
墓
誌
銘
(
『
全
遼
文
』
巻
八
〉
。

(
幻
〉
都
督
は
激
海
に
一
五
あ
る
府
の
長
官
の
穏
で
あ
り
、
『
五
代
禽
要
』

巻
三

O
、
激
海
僚
に
「
入
朝
使
南
海
府
都
督
列
周
道
」
な
る
人
物
が
見

え
る
こ
と
か
ら
、
「
南
京
南
海
府
」
も
都
督
が
統
括
し
た
こ
と
を
推
定

で
き
る
の
み
で
あ
る
。
京
そ
の
も
の
に
つ
く
官
名
は
史
料
に
残
っ
て
お

ら
ず
、
賞
際
に
は
都
督
と
は
別
の
務
が
あ
っ
た
可
能
性
も
残
る
。

ハ
引
品
〉
拙
稿
「
溺
海
の
交
通
路
と
五
京
」
(
前
掲
〉
。

(
お
〉
『
遼
史
』
巻
九
三
、
競
恵
停
。
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THE DIPLOMATIC FUNCTION OF FIVE CAPITALS

　　　　　　

五京IN THE LIAO 遼DYNASTY

Kawakami Yo

　　

The Liao dynasty had the three capitalssystem at first,Shangjing上京

as the main capital,Dongjing東京as the capitalof the residentialsection

of the Bohai 潮海people and Nanjing 南京as the capitalof that of the Han

race.

　

They were originally establishedto control the residents,but Dong-

jing was also served as ａ base for the negotiations with the Kory6 高麗

dynasty, and Nanjing with the Five dynasties　and the Song　dynasty.

After that, Zhongjing中京was established when the Liao dynasty formed

closerconnection with the Song dynasty by the Treaty of Chanyuan 涜淵，

and Xijing 西京when it got into dispute with the Xixia 西夏dynasty.

Thus, it is supposed that Zhongjing and χijing were established to carry

out the foreign policy rather than domestic one｡

　　

The five capitals system of the Liao dynasty was formally under the

influence of the Chinese dynasties, but in respect of such diplomatic func-

tions as a base for the negotiations with foreign countries at peace or war

respectively,it was the same as that of the Bohai dynasty.

THE QING DYNASTY AND THE EIGHT JASA7･Ｓ八札薩克

　　　　　　　　

OF QALQ-A 暗爾喰MONGOL

　　　　　　　　　　　　　　

Oka Hiroki

　　

It was the 12th year of Shunzhi 順治, 1655, more than 35 years before

Qalq-a's officialsurrender to the Qing. when the Eight Jasars were ap-

pointed for Qalq-a Mongolia, which had maintained her independent status

from the Qing dynasty at that time. They were those“head beises 貝子

of Qalq-a” with whom the Qing dynasty negotiated on the problems of

“Tenggis chief'srevolt”of the Sonid and of the plundered livestocks from

- ３－


